































日， あらためて日本人の世界観， 人生観を見直し， そ
の確立を急がねばならない時がきていると存じます。
諸君の責任はまことに重大であります。



















すべきこ と～ 更に発展させるべきこ とを思いついた。
後年， 彼は 「もし， あの当時の考えをそのま、発表し
ていたら， 多くの反論に出会い， 更にこ の内容を発展














































































は4月期と， 薬学部では3月と4月末の 2 回の卒業式
を行わねばならぬ。 殊に46年4月入学の全員が4月末
の卒業式となる。 そのため， 公務員になれないばかり
か， 4月 1日の国 家試験は全員受験不能という異常事
態を発生する。 これは4月卒業の全員はおよそ 1年前




































が， －R社会に出た瞬間， 周囲の態度は一変す＝る。 殊
















神を発揮する好時期と存じます。 不況とは申せ， 何か 諸君はこ れから各大学の卒業生と共に仕事に従事す
明るい光が見えて来たような昨今です。 大いに頑張つ るものと思います。 どうか自信を持って頑張っていた
ていたゾきたい。 だきたい。 自信は努力の集積によって生じるものと思
こ れからの仕事は単独で、は成し得ない， 総合力が求 います。 日進月歩の時代です。 僅かの時間でも計画的
められる時代と思います。 それには多くの人々との協 に有効に利用きれんこ とを望みます。
































た全科目（保健教育法I ・II， 健康教育概論， 発育栄
養学， 体育生理学， 体育解剖学， 保健管理， 学校保健
等々）の担当を兼任の形でがんばりました。 今 にして














































人， こ の人。 永い間御苦労をかけました。
経短の教養課程のおおかたを引受けていただいた講
師の先生方。 雪の降る夜， 雨の降りしきる家路。 御一
人御一人に頭をさげて， 御礼申しあげます。 建物は勿
論のこ と， 主事， 講師として， 主として専門課程をこ
なしていただいたのみならず， 運営・研究・親睦の面
でも母体学部には協力を惜しまないでいただきました。
さらに， 大学本部， 特に初代梅原学長 ， 次いで横田 学
長 の経短育成に対する心からの暖かい人格が身に泌み
て想起きれます。 全国の短大にさきがけて， こ の経短




ます。 2 度目の私の応召は， こ の五福でした。 文理学
部の辺りにあった第1 中隊に入った私は， 今の経済学
部の辺りで， 銃剣術， 蛸壷から走りでて， 敵戦車への
体当りなぞ， 来る日も来る日も訓練を受けました。 時
は移り， やがてそこ は， ゲパ棒・ヘルメット・団交の


















た。 大学出身なるが故に陸軍 2 等兵の私は， 着剣不動
の姿勢で軍旗衛兵として直立していた建物が残ってい


















されつ、， 一層成長 して行くこ とを念じつづけて行く
こ とであろう。 いわば私の教育者としての全力は， こ
こ に注がれこ こ で終った。 私は五福の腹の中に住んで，






を愛してきた私は， 白一色の大地に準え連なる山々の 更に偉容を高め， 鋭〈輝かせる為に。
偉容を今も驚異に打たれて， じっと無言のま、見詰め 富大の凡ゆる方々， 殊に今も尚知らずして陰徳を受
て立つ。 山の見えない日には雪が降りしきっておるこ けた方々に感謝の言葉を繰り返しつつ・
とであろう。 想い出の足跡を， 跡かたなく美しく消し，
新 任 教 官


























教 授（教養部） 50. 2 . 1 
昭3 5. 3 東京大学大学院理学研究科修士課程修
了
昭36. 1 0  東京大学大学院理学研究科博士課程退
= 寸ー
担当：物理学
（警察庁科学警察研究所法科学、l狐塚 寛第一部化学第二研究室長 ／ 




文理学部講師 山 崎 幸 雄
「下宿をきがしていらっしゃると聞きましたが， 見つ
からないようなら， 僕たちがきがしますからuと言う。







薬学部教授 増 田 克 忠
富山に昨秋末着任し， 初めは天候激変に面喰ったも 省みると， 激烈な企業競争の中で研究開発に従事し，
のの， 幸い健勝で苦にもならず， 漸〈厳しい冬の天候 物（新薬）を創る苦労もしたが， これからの人を育て，
にも馴れた。 造る責務を考える時， 仰げば北アルプスの秀峰， 前に
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神通の悠大な流れと関西の繁華雑踏に比べ， 富山は何 である。 幸い学園紛争の余憧も消えんとし， 新たに医
と自然に恵まれ， 育くまれるに良い土地柄かと思う。 科薬科大学の設立を期し， その発展に努力し， すべて








究所であり， 昨年 6 月に薬学部の付属研究施設から昇
格したものでありますが， こ のように大きな発展をと








和漢薬研究所教授 菊 池 徹
つきましては， 現在でも大部分が未解決に残されてい





















































































































ないなあ一。 ( 9 班のノートより）











学 部 学科・課 程 志願者
数
男 女 県 内 （号外書） 50�或弘 (4 913 卒浪 ） (4823 撃 〉 自37浪． 税以店上革命 主学検量 備 考
文 4 5 0 2 3 7 2 I 3 2 I I 2 3 9 2 9 3 I I 2 2 8 I 6 I 4をも知県
文 理 理 5 2 0 4 I 4 I 0 6 I 7 6 3 4 4 3 3 I I 3 6 3 4 I 9 。
計 9 7 0 6 5 I 3 I 9 3 8 7 5 8 3 6 2 4 2 4 8 6 2 3 5 
小 学 校 7 5 8 I 5 5 6 0 3 5 8 4 I 7 4 6 5 7 9 3 4 4 。
中 学 校 2 7 3 I 4 6 I 2 7 I 9 5 7 8 2 I 7 4 7 6 3 。
教育 養 護学校 9 8 I 0 8 8 8 I I 7 8 5 9 3 I 。
幼 稚 園 I 3 4 I I 3 3 I 2 6 8 I 2 -9 5 。 。 。
計 I 2 6 3 3 I 2 9 5 I 9 8 6 2 7 7 I 0 8 8 I 5 4 I 3 8 。
経 8寄 9 9 6 9 6 0 3 6  3 2 2 6 7 4 7 0 4 2 4 I 3 4 I 6 I 男帽汁宵
経 済 経
営
6 4 2 6 0 8 3 4 2 7 3 3 6 9 4 4 8 I 6 3 2 0 I I 。
計 I 6 3 8 I 5 6 8 7 0 5 9 5 I 0 4 3 I I 5 2 4 0 4 5 4 2 7 
薬 8 0 4 2 5 9 5 4 5 7 9 7 2 5 5 6 9 I 8 4 2 7 2 4 。
薬 製 薬 化 5 5 I 3 6 4 I 8 7 5 I 5 0 0 3 4 8 I 4 7 3 9 I 7 。
計 I 3 5 5 6 2 7 7 3 2 I 3 0 I 2 2 5 9 I 7 3 3 I 6 6 4 I 。
電 気 工 3 I 8 3 I 8 。 I I 9 I 9 9 2 5 2 5 3 8 5 。
工 業 化 2 8 7 2 8 3 4 I 0 6 I 8 I 2 2 3 4 9 I 5 。 。
金 属 工 2 0 2 2 0 2 。 I 0 3 9 9 I 4 3 4 8 9 2 。
II 様 工 3 0 7 3 0 7 。 9 I 2 I 6 2 2 7 7 0 6 4 。
工
生産織鎌工 2 0 2 2 0 I I I I 0 9 2 I 5 4 3 8 7 3 。
化 学 工 2 I 0 2 0 9 I I 3 9 7 I 5 I 5 0 8 。
電 子 工 2 2 4 2 2 4 。 8 I I 4 3 1 6 7 4 9 4 4 。
計 I 7 5 0 I 7 4 4 6 7 2 3 I 0 2 7 I 3 I 7 3 5 7 5 7 I 9 。
6 9 7 6 4 8 9 8 2 0 7 8 2 8 2 I 4 I 5 5 5 0 9 8 I 4 9 4 2 5 2 I 3 0 2 
メE当3、 計 ( 70. 21 % (2 9.79�匹） ( 40. 4  % (59.56 % ) ( 73. 08第 ) (21.4 2%) ( 3. 61彪） (1.86 %) ( OD3 %〕
昭和50年度富山大学入学志願者数調
昭 和 50 年 度 昭 和 49 年 度 備 考学 部 学科 ・ 課 程
募集人員
志願 者 数 倍 率 募集人員
志願者 数 倍 率
文 学 科 8 0人 4 5 0人 5. 6 3 8 0 人 4 2 4 人 5. 3 0 
文 聖量 理 学 科 I 3 5 5 2 0 3. 8 5 I 3 0 4 5 0 3. 4 6 昭和50年度は5名の増募
計 2 I 5 9 7 0 4. 5 I 2 I 0 8 7 4 4. I 6 
小学佼教員養 成課程 I 4 0 7 5 8 5. 4 I I 4 0 6 0 2 4. 3 0 
中学校教員養 成課程 5 0 2 7 3 5. 4 6 5 0 2 I 6 4. 3 2 
教 育 養護学校教員養成親程 2 0 9 8 4. 9 0 2 0 6 6 3. 3 0 
幼稚園教員養 成課程 3 0 I 3 4 4. 4 7 3 0 8 9 2. 9 7 
計 2 4 0 I 2 6 3 5. 2 6 2 4 0 9 7 3 4. 0 5 
経 S寄 学 科 I 2 0 9 9 6 &3 0 I 2 0 9 6 9 8. 0 8 
経 済 経 営 学 科 I 2 0 6 4 2 5. 3 5 I 2 0 5 0 9 4. 2 4 
計 2 4 0 I 6 3 8 6. 8 3 2 4 0 1, 4 7 8 6. I 6 
薬 学 科 5 5 8 04 I 4. 6 2 5 5 6 2 3 I I. 3 3 
薬 製 薬 化 学 科 5 0 5 5 1 1 I. 0 2 5 0 3 4 0 6. 8 0 
計 1 0 5 I 3 5 5 1 2. 9 0 1 0 5 9 6 3 且I 7 
電 気 工 学 科 5 0 3 1 8 6. 3 6 5 0 2 1 6 4. 3 2 
工 業 化 学 科 4 0 2 8 7 7. 1 8 4 0 I 3 9 3. 4 8 
金 属 工 学 科 4 0 2 0 2 5. 0 5 4 0 I 1 9 2. 9 8 
工 !ll 械 工 学 科 5 0 3 0 7 6. I 4 5 0 I 9 9 3. 9 8 
生産綾繊工学科 4 0 2 0 2 5. 0 5 4 0 I 2 1 3. 0 3 
化 学 工 学 科 4 0 2 1 0 5. 2 5 4 0 I 3 3 3. 3 3 
電 子 工 学 科 4 0 2 2 4 5. 6 0 4 0 1 8 7 4. 6 8 
計 3 0 0 l 7 5 0 5. 8 3 3 0 0 I. I 1 4 3. 7 1 








































込 者 数 望 者 数
計 男 女 計 男 女
54 27 27 42 18 24 
103 84 19 56 41 15 
157 111 46 98 59 39 
100 16 84 99 16 83 
45 20 25 40 17 23 
14 3 1 1  14 3 11 
159 39 120 153 36 1 17 
156 154 2 141 13!;l 2 
156 154 2 141 139 2 
42 4 38 28 1 27 
44 17 27 19 2 17 
86 21 65 47 3 44 
35 35 0 27 27 。
33 33 0 24 24 。
31 31 0 2 1  21 。
49 49 0 41 41 。
34 34 0 29 29 。
27 27 0 22 22 。
35 35 0 25 25 。
244 244 0 189 189 。










者 定 者 数
計 男 女 計
。 。 。 8 
。 。 。 33 
。 。 0 41 
。 。 。 。
1 。 l 
。 。 。 。
1 。 l 1 
6 6 。 。
6 6 。 。
。 。 。 4 
。 。 。 16 
。 。 。 20 
l 1 。 7 
。 。 。 9 
。 。 。 10 
1 l 。 7 
l 1 。 4 
。 。 。 5 
1 。 9 
4 4 。 5 1  














































4 。 16 
11 3 3 1  
15 3 47 
。 23 
2 3 
。 。 2 
2 2 28 
9 0 14 1 
9 0 14 1 
0 10 12 
4 5 15 
4 15 27 
。 。 27 
。 。 23 
。 。 18 
。 。 37 
。 。 29 
。 。 22 
。 。 23 
。 0 179 
30 20 422 
男 女 計
6 10 38.1 
27 4 55.4 
33 14 48.0 
7 16 23.2 
3 0 7.5 
。 2 14.3 
10 18 18.3 
139 2 100 
139 2 100 
1 1  42.9 
2 13 78.9 
3 24 57.4 
27 0 100 
23 0 95.8 
18 0 85.7 
37 0 90.2 
29 0 100 
22 0 100 
23 0 92.0 
179 0 94.7 
364 58 67.2. 
(%) 
男 女
33.3 41.7 
65.9 26.7 
55.9 35.9 
43.8 19.3 
17.6 。
0 18.2 
27.8 15.4 
100 100 
100 100 
100 40.7 
100 76.5 
100 54.5 
100 。
95.8 。
85.7 。
90.2 。
100 。
100 。
92.0 。
94.7 。
85A 2.8.7 
第15号の町正 4頁の下から7行目蒼皐とあるを蒼室に訂
7頁の上から14行目股昧とあるを暖昧に訂
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